
～受賞者の声～

アイディア部門審査員長特別賞
茨城県⽴⽇⽴第⼀⾼等学校附属中学校

沖川 暖真
「⽇⽴市⺠そして⽇本の⼈たちを

守るライト」

-作品概要-
・マイクロビットを活⽤した防災プログラム。震度の⼤きい地震発⽣時に警報ライト・警

告⾳を鳴らすと同時に、情報収集や避難で必要となるテレビや部屋の照明の電源制御を図
るもの。現時点ではサーボモーターを活⽤し物理的にスイッチをONする⼿法だが、将来
的には無線通信を活⽤した確実な制御を図る。

-応募動機-
・テレビ朝⽇の「池上彰ニュースそうだったのか」という番組で地震に関することを⾒て、

⾼齢者をいち早く安全に避難させることに貢献したいと思いました。そこで、マイクロ
ビットの加速度センサーに⽬を向けました。これを利⽤して地震計と警報のライトを制作
してみようと考えました。

-開発秘話-
・今回の実験では、地震が起きた時にマイクロビットが反応し、サーボモーターがテレビの

リモコンのボタンを押すプログラミングを⾏いました。これにあたって、サーボモーター
とリモコンとの位置調整がとても⼤変でした。

-感想等-
・コンテストへの参加やプレゼンテーションは初めてだったため、プレゼンの内容に不安

がありましたが、「審査員⻑特別賞」を受賞することができました。審査員の皆様から良
い評価やアドバイスをいただけたことは⼤変うれしいです。今後の研究に⽣かしていきた
いと思います。

・今後の⽬標として、地震でリモコンやサーボモーターが動いてしまってもテレビの電源が
ONできるよう、無線通信を活⽤していきたいと考えています。加えて、実際の地震計を
参考にして、どうすれば正確な揺れを検知できるのかを調べていきたいと思います。


